











































































































































































































































お引受けしてしまったのですが,こ ちらに来るよ 地でもあり,そ の街が東北大を中心とする学術都
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その意味では,金 研の産学共同プログラ▲はこれ 婁 卜'鵡=ノ






イオ ンビー・ム技術 の 材料研 究への応 用
山 ロ 貞 衛
金研で短期研究会が開催できることになり,加 りり月/7日(火)9=30～/5130
速器からのイオンビームを用いた材料研究を主題 ☆RBS法 を用いた分子 ・原子イオンビー▲の阻
とする短期研究会を企画することにした。折 しも,止 能比の決定 森田 健治(名 大 ・工)
イォンビームによる材料研究と関係の深 い第/2☆ 高速イオンの表面散乱シミュレーションと実験
回固体内原子衝突国際会議が岡山市で行なわれる の比較 万波 通彦(京 大 ・工)
● 篇 凝 醗 饗 際 欝 飛 醐 ン」Z--t7*i))i7NXと一蜜 放罎(筑波大)
いかと考えて準備を始めた。しかし現行の制度で ☆高分解能陽電子工ネルギー分析装置を用いた表
は,海 外からの研究者に旅費を支給することがで 面解析 伊藤 憲昭(名 大 ・理)
きないことが分かったので、その計画を断念し、 ☆高TC超 伝導体のイオン等ビーム照射効果
国内の研究者だけを招いた研究会にならざるを得 村上 浩一 ・升田 公≡
なかった。(筑 波大.物 質エ)
研究会のプログラムは下記の通りである。 ☆Si(/00)2xn構 造のイオンチャネリング分
M月16日(月)/4:00・-/6:50光 南ノ川竹男(早 大 ・理工)
☆Deuteronチ ャ」7i)ング によるSic欠 陥の
☆開会挨拶 Ψ林 頁(東 北大)研 究 梨山 勇(電 総研)
☆反射電子顕微鏡法によるスパックーアニ ル過 ☆非晶質炭素中水素のERD解 析中における水
程の観察 八木 克道(東 工大)素 放出 小林 紘一 ・大塚 昭夫
☆多孔質Slと 界面制御 平木 昭夫(阪 大工)小 牧研一郎 ・藤本 文範
☆RBSチ ャネリング法 によるAsイ オン打ち(東 大教養)
込みGaAs中 の格子間位置の決定 ☆低Z材 料中の注入水素の挙動
●
西沢㌔ 奮田灘 錨 翻
☆艦 拶 絶 琶扇灘 翻
☆PIXEに よる労働環境大気の分析 参加者の内訳は学外17名(大 学 り5名,官 庁関
赤林 英夫 ・大塚 昭夫 係2名),学 内20名 であった。研究会では,イ オ
小牧研一郎 ・藤本 文範 ンビームを用いた新しい分析技術の開発やイオン
(東大教養)ピ ー▲による材料の改質反応過程の解明に関する
☆7〕(D,α)4He核 反応によるLi深 さ分布測定 最先端の研究が紹介され,質 量ともに充実したも
法 相良 明男 ・鎌田 耕治 のとなった。
(名大プラ研)研 究会後に懇親会を行なったが,席 上で是非と
☆低工ネルギーイオン照射によるアルカリイオン もこの様な研究会を続けてほしいという希望が寄
の二次放出しきい値の測定 せられた。また,研 究会を 層充実したものにす




広 川 吉 之 助
この研究課題は他のグループのテーマより一見 講演の内容ならびにTURNS-O/1委 員長の心く
ソフトであるが,現 在我国における固体表面の研 ばりで,大 学院学生の出席が多かった。しかも当
究者で、それぞれユニークな方法論を持って研究 万では,あ るいは各講師相互間に今まで,あ まり
を展開している人達の話を聞く会を意図した。本 密接な交渉がなかったのではないかと危惧したが
学にはTURNS-0//の 表面研 究グループが あ 表面と言う共通の専閂分野もあって、互いに顔見
り,表 面研究に関心を持っておられる方が多いの 知りも多く,す ぐに共通の話題を提供 しつつ討論
を幸い,TURNS-OMの 委員長らの意見も聞き に入れた。
ながら光,電 子線と物質の相互作用,そ してそRX線 光電子分光 ・逆光電子分光による珪素表面
により得られる物質の表面情報は何かと言うこと ならびに,そ こに金属蒸着 した場合の表面の状態
で次のような演題を各講演者にお願いしたところ 密度に関する話では試料表面の清浄化と真空の関
皆喜んでお引き受けいただけた。日時は198ア 年 係などが話題となった。
//月/8日,場 所は金研 ・講堂で行われた。AESす なわち,オ ージ工電子分光の話は電子
・広義の光電子分光と表面 と固体表面の相互作用
,と くに後方散乱の話と,
河野 省三(東 北大 ・理)AESに おける定量性(現 在のところ実在試料に,
・AESに おける固体表面の電子挙動と定量性 ただちに応用できそうな方法がない事)
,そ して現
志水 隆一(阪 大 ・工)在 ・西側先進諸国間で表面分析に関する共同実験
・RHEED-TRAXと 表面研究 としてVAMASプ ロジェクトがあると言った話
井野 省三(東 大 ・理)が あった。つぎの東大 ・井野教授からはRHEED
・高分解能電子工ネルギー損失分光と表面化学種 一TRAXを 考えついたいきさつからその応用,そ
西嶋 光昭(京 大 ・理)し て最近新らしい光電子スペクトロメーヲーにつ
・変調赤外分光とSEWSい てのアイデアとその実用化などについていきい
末高 沿(更 北大 ・工)き と話された。
・SERSとSEWS高 分解能電子工ネルギー損失分光と表面化学種
井上 雅博(筑 波大 ・物理工)の 話は本邦では数少ない研究であり,今 までの装




潮田資勝(東 北大 ・通研)ど の振動スペクトルについての基礎的研究に関す
しか し,こ こに掲げた以外にXPSに 関する話 る話がなされた。
題提供を,お 願いした二人の講師は残念ながら日 超高真空を必要とせす振動スペクトルが測定で
程の都合がつかす、そのため,最 初の意図に少々 きる赤外吸収やラマン散乱が固体表面研究に広く
反するが,講 演時間をやや少なめにして一Eヨだけ 応用されるようになり,そ の〔Pで赤外吸収の高感
の研究会とした。 度化を試みた変調赤外分光法について原理,装 置
表面研究の一手段としてイオンビームがあるで そ して実在表面への応用例として白金一酸化チタ
はないかと思われる方も当然多いと思うが,そ れ ン触媒表面でのメタノールの変化や,紫 外線照射
については他のグループの課題の中に含まRる 可 下での珪素のC>D反 応の例が興味深 く紹介さ
能性が大きいので,本 研究会では割愛した。 れた。銀を始めとするある金属や,化 合物表面に
参加者は本学の表面研究に関係 した各部門から 吸着されたピリジンなどある化合物が異常に強い
絢90名 程度,丁 度講堂が満席になる程度となり,ラ マン散乱を与えるSERS(SurfaceEn-
-8
hancedRamanScatterin9)に ついては機 大きな差がある事。>AMASプ 日ジェクトのよ
構として電磁気学的理論が述べられ,銀 電極表面 うに国際的にも表面分析の定量性が取りあげられ
でのニトロベンゼンの吸着例が発表された。この ているが,定 量性に対し,研 究者の考えが立場に
ラマン散乱で固体表面のどんな情報が得られる より可なり差があることが知られている。また赤
か,そ して微弱な散乱光も測定できるような分光 外吸収やラマン散乱のように高真空を鋤要としな







金属間化合物の高温構造材料への応用研究が世 組織 ・構造制御に関する研究が,こ れまで行われ
界的に注目を集めるようになり,最 近米国を初め てきた。今回の講演では精密鋳造法を使って,タ ー
諸外国において国際シンポジウムが開催されてい ボチャージャロー9の 開発に成功 した報告があ




、今後の研究は基礎研究から応用研究へと大き 察,結 晶塑性の解析,ク リープ強度測定など多く
く発展することが予想される。そこで,基 礎ある の興味深い結果が大学,企 業の双方から報告され,
いは応用研究に興味をもつ多くの研究者が一堂に 活発な討論が行われた。実用化が近いといわれて
会 して研究の現状 ・動向 ・展望などを議論するこ いるだけに,一[A「 の研究が著 しく活1生化されて
とが急務であると考え,本 研究会を企画した。 いることが改めて印象づけられた。
金属間化合物の基礎研究あるいは応用研究に関 高温構造材料としてのNi,AiやFe3AI系 金属




38件 の講演申込(大 学:26件,国 立研究機関13こ とが爪された。
件,企 業:9件)が あった。短期研究会への参加 強度の逆温度依在性という金属間化合物特有の
者は大学,国 立研究機関関係者が45名(北 大,東 現象に関する微視的機構の研究,格 子欠陥の計算
北大,東 大,東 工大,名 大,京 大,阪 大,九 大な 機シミュレーション,金属問化合物中の転位観察,
ど),企 業関係者が43名(新 日鉄,日 本鋼管,神 拡散機構の研究など,基 礎研究の分野においても
鋼,石 播,川 重,≡ 井造船,_菱 電機など)で あ 研究は急速に進展しており,活 発な議論が行われ
る。 た。
本研究会で最も注目されたのは,TiAI系 金属 さらに,金 属間化合物研究に欠くことの出来な
間化合物の応用研究に関する発表であろう。TIAIい 分析 ・評価技術であるALCHEMI,FIM,陽
は優れた比強度と耐酸化性を有するため,軽 量耐 電子消滅法,高 分解能電顕観察などの最近の進歩
熱材料として期待されているが,室 温付近では極 の現状と将来性が展望され,こ れらの技術が今後,
めて脆いため,実 用化されていない,こ の脆さを 有力な武器になるものと予想された。
克服するために結晶塑性の本質に関する研究や,本 研究会のように金属問化合物の,主 に機械的
9
性質を研究テーマとしている研究者が,基 礎から その結果,学 会での討論とは質的に異なった議














平 井 敏 雄
原料に気体を用いて材料を合成する化学気相析 の可能性が高い,東 大,東 工大,岐 阜大,長 岡技
出(ChemicalVaporDe【)Osition:科 大,東 京理科大,阪 大からCVDの 研究概況を
CVD)法 は,耐 熱構造材料,工 具材料,耐 食材料,聞 かせていただくと同時に,受 け入れ側の金研か
絶縁材料,誘 電材料 光学材料などの合成手法と らは,茅 野研,平 林研,庄 野研におけるC>D関
して,広 範囲の分野で採用されています。ごく最 連の研究概況を紹介 していただ くことにしまし
近では,OVD法 は超伝導薄膜の合成にも利用で た。
きることが示されました。さらにG>D法 は,新C>Dの 研究 は企業の注 目を集 めていますの
奇な材料の開発手法としても重視されています。 で,第 り回は,企 業の研究者にも完全にオーブン
このため,私 どもの研究室では,研 究能力の90%に することにしました。
を怨 野 慕 癒 謙
認言哉される 研嚢 鼎 塑 こ搾墨 霧畠曝 誓
ようになり,わ が国でもCVD研 究グループが菓 して,9月 から準備にかかり,10月 中旬までに討
京および名古屋で結成されました。しか しながら,論 会の案内状を約/00通 発送しま した。当初,40
CVDに 関する共同研究の動きはほとんどありま ～50名 の参加人員を見込んでいましたが,1/月 初
ぜん。 旬になって参加者が100名 を越えることが分か
金研の共同利用研究所への移行は,私 どもの研 り,会 場を金研講堂から選研講堂に急遽変更 しま
究室を核として,○>Dの 共同研究をスタートさ した。
せる絶好の機会です。そこで,第/回 の共同利用 結局,参 加人数は,大 学・研究所関係42名 ,企
短期研究会のアーマは,共 同研究を遂行するため 業関係7/名 の計1/3名 になり,い まさらながら
の各研究機関の接点を探ることを目的として,「各C>Dに 対する関心の深さに驚きました。
研究機関におけるC>D研 究の現状」にしま し 討論会 りEヨ目は,先 す私(エP井)が 共同利用に
た。 関してお話し,続 いて下記の講演がありました。
当面の共同研究の相手としては大学および国公 ●(東 大 ・工)霜 垣:超 微粒子沈着 ○>Dに よる
立の研究所が対象となりますので・第1回 は・そ セ ラ ミツク ス膜 の 高速 合 成 一AIN ,TiO2,
-10一
ZrO2へ の適用 ●(金 研 ・庄野研)香 川:SprayICP法 によ
●(東 工大 ・工)水 谷:C>Dに よる遷移金属窒 る酸化物超微粒子及び薄膜の作製
化物膜の合成 それぞれの講演に対して活発な討論があり,さ
●(岐 阜大 ・工)高 橋=酸 化物および混合酸化物 らに共同研究の可能性が検討されました。問題に
薄膜の合成一MOCVD法 とゾルゲル法 なったのは企業との共同研究で,企 業が金研の共
●(長 岡技科大 ・工)鎌 田:プ ラズマC>Dに よ 同利用制度を利用できないことに不満がある様子
るアモルファスセラミックス膜の合成と評価 でした。
●(東 京理科大 ・理工)伊 藤:CVD法 による軟 旅費の関係で今回お招き出来なかった他の機関
鉄上へのW-Sゆ 被覆 の紹介は次回以降にしていただくことにして,第
●(阪 大 ・基礎工)小 野寺=○>D合 成BNお よ/回 討論会を盛会裡に終えることが出来ました。
びBN基 化合物の高圧処理 通常のセミナーのように,参 加者に応分の経費
講演終了後,金 研会議室で懇親会を開きました を負担していただいてもよければ,も っとゆった
が,参加者が90名 余りになり,す し詰めの状態で,り とした会場で,あ るいは近郊の温泉で,討 論会
D 討蕪芸房昌合隔 訪幕界掬 雲ε燈 鞍 嘉需認 塾 鶉誘撃盛謝
●(金 研 ・茅野研)四 竈:核 融合炉第一壁材料と 者は,こ れほどの講演会が無料とはおかしいです
してのC>Dセ ラミックス被覆材 ね,な ぜ会費を集めないのですかと言われました。
●(金 研 ・平林研)平 賀:CVD-BN[Pの 六方晶 講師の先生方には最低限の旅費をお渡しするだけ





高温超伝導物質が発見されて,ほ ぼ り年たった*伝 導酸化物結晶成長の2,3の 考察
ところで,/987年/2月8～9日,仙 台市戦災復興 細谷 正一,福 田 承生(東 北大金研)
・
記灘 繍 驚 課 跨
これから着実な 犠 ひきあ昌法『曙 緊U顯 峯締 望
積みあげが始まる。そこで,全 国から単結晶育成*NdBa2Cu307_δ の育成と評価
に取り組んでいる研究者に一堂に会 していただい 勝井 明憲(NTT茨 城通研)
た。テーマは,相 図,構 造,相 変態,欠 陥,ス ト*溶 融法によるLa2CuO4系 について
イキオメトリー,成 長機構および特性と成長条件 児島 弘直,田 中 功(山 梨大工)
など,い すれも地味だが,避 けて通れない研究を*YBCO単 結晶育成と双晶構造
とりあげた。 武居 文彦,竹 屋 浩幸(東 大物性研)
討論 を通 して得られた共通の認識は,数 ミリ*超 伝導化合物の構造決定の現況
メートル以上の大型単結晶になるとTcが 低 下 梶谷 剛(東 北大金研)
し,粉末焼結体に及ばなくなることである。多分,*Ba2LnCu307_δ(Ln=Y,希 土類)に おけ
酸素の不足であることは一致した意見であった。 る酸素のノンストイキオメト1ソー
今後,い かにして酸素を十分に加えながら大型良 岸尾 光二(東 大工)
質単結晶を得るかが,研 究の鍵になるだろう。*Ba(Pbi_xBix)03単 結晶の合成
講演者と演題は以下の通りであった。 渡辺 興一(群 馬大工)
11一
*酸 化物超伝導体単結晶の育成*Ba2YCu307単 結晶の電子輸送現象
日高 義和(NTT茨 城通研)高 木 英典,岩 渕 裕行
*Ba2YOu307 _δ単結晶の作製と評価(東 大工,総 合試験所)
林 邦彦,村 田 恵二*2,3の 研究課題(提 案)に ついて
高橋 和宏,徳 本 目 新関 暢一(東 芝)
伊原 英雄,腰 塚 直己*Y-Ba-Ou-○ 薄膜のイオンビーム分析
木村 錫一 〔P嶋 英雄(東 北大金研)
(電総研 ・礎性材料)*Ptを 含む単斜晶系Y-Ba-Cu-O系 化合物単
*Ba2YOu30x結 晶の表面観察 結晶の合成と評価
沢田 勉(無 機材研)中 林 幸信,河 村 力
*YBCOの 微細構造と特性 日比谷孟俊,佐 藤 哲朗
松本 武彦(金 材技研)(日 本電気基礎研)
*Ba2 _xRエ+xCu307±yの 酸素欠陥*ABa2Cu307_δ(A=Y,希 土類)単 結晶の育
*包_よ るYB謁 鷺 鐙 材研)成 罰 林 成_孝 志q
北口 仁,高 田 潤 井上 哲夫,小 松 啓
(岡山大工)(東 北大金研)
核融合炉材料に関する重照射効果
茅野 秀 夫 ・松 井 秀樹
大洗施設においては創設以来,全 国の共同利用 目的である。出席者は大洗施設を利用して研究を
施設であることから,施 設を利用する全国の国立 行なっている材料重照射研究グループ40名 が集
大学研究者によって/～2年 にり回材料照射研究 まって,12月8日(刈 金研新館 ア階ゼミナール室,
大会を大洗近辺の会場で開いてきた。研究会の内 り2月9日依)は講堂で行なわれた。
容は主として大洗施設の共同利用により得られた 研究会ははじめに平林真所長兼施設長の挨拶か
















長代理により説明があり,続 いて北大工学部の高 者全員が参加して,諸 住名誉教授の挨拶,石 野教






昼食後,JMTRに よる材料照射法の本質的改 者の顔ぶれは,材 料照射研究および核融合炉材料
質の提案について名大工学部の桐谷道雄教授によ 研究にたすさわり第一線で活躍している主だった
り,JMTRに よるDynamicTritumTrick大 学研究者が出席して居り,討 論も充分に行なう
について金研松井秀樹教授,ミ ニサイズ試験片に ことが出来た。
よる高速衝撃試験法の確立について金研茅野,熱TMTR,JOYOの 照 射 技 術 の 高 度 化,




材料の破壊は,人 間が道具を使い始めると同時 面を見れば,ど んな力が加わって,ど んな過程で
に問題になったことであろう。もちろん,破 壊は 割れが進行 したかを推察することができる。こう
常に都合の悪いことだというわけではない。古代 した学問のおかげで,我 々は与えられた材料を
人が石器を作ることができたのは,石 が硬くて脆 もっとも効率よく安全に使用でき,ま たある使用
かったからである。 しかし,一 般には破壊は不都 条件に対して最適の材料を選ぶことができる。
合なことが多い。石器は脆さを利用して加工され ところで一方,近 年の技術の進歩は,材 料に対
るが,そ の脆さが弱点となる。粘土は容易に加工 して今までより格段にきびしい特性を要求するこ
D 菖韓 凝諜還撃糟鰹 ◎魏 誰2蕎』簾』膿 嚢㌫ 灘 懇
も,ま だこの問題を完全に克服したとは言えない。 ある。これらの要求に対応する新材料の開発にお
適当な加工性と強靱性 をもった金属が発見される いてもっとも重要なことは,そ の基礎となる学問
と,石 器も土器もほとんど影をひそめた。以来,の 確立である。もとより,破 壊に強い靱性に富ん







視的な力学の立場であって,材 料の諸性質は与え に耐えるような強靱な材料の開発には,既 存の破
られたものとして扱う。また金属組織学的研究も 壊力学のような立場の学問だけでは対応 しきれな
大きな分野である。たとえば,破 壊した材料の破 い。それらの学問は,最 終的には材料の性質 を
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givenの ものと して扱っているからである。材料 壊に対する抵抗が小さくなる,と いうことである。
の構造と破壊過程との関係をきっちりと記述でき ところが,こ の通念と全く逆の現象が発見された。
るような学問の確立がのぞまれるのである。ここ ある種のイオン結晶を照射によって硬化させる一
で言う材料の構造とは,原 子レベルでの構造のこ 塑性変形しにくくする一と,破 壊靱性値が予想に
とである。破壊も含めて,材 料の機械的性質は,反 して上昇 したのである。これは,破 壊クラック
原子間の結合力と格子欠陥(不 純物原子や微小ク と転位の相互作用という,破 壊の原子論のもっと
ラックも含めて)に よってきめられる。これらの も中心的な問題のひとつに関連した研究成果であ
要素をもとに破壊過程を記述できれば,脆 くない る。この結果の解釈をめぐって,研 究を発表した
材料を作るにはどこをどうすればよいか,原 子レ 東大生産研の鈴木(敬),京 大工の成田らと,東 理
ベルで材料開発の方針を考えることができるはす 大の鈴木(平)と の論争は,破 壊によって生じる
である。このような破壊の科学は,す でにその萌 表面工ネルギーとは何かにまで及び,大 変興味深
芽のあることは前述のとおりである。この趨勢を いものであった。東北大金研の木村,松 井,東 工
助長し研究を加速することは,現 在きわめて重要 大の森らの発表は,破 壊という複雑な過程でも,
朧 漏 訣 艦 謄 はこうした背景 轍 雛 瓢 亡書晶勺欝 蓼顯 い




まい,一 寸出遅れた本研究会は会議室を確保でき 現象論的把握にとどまらす,よ り根元的な原子間
なかったためである。 結合力という立場から統一される日も遠くないと
第/回 のことでもあり,萌 芽的な分野である関 思われる。その他,金 属材料が一般には多結晶体
係上,講 演を一般に公募するのではなく,//人 の であることから,破 壊と結晶粒度,粒 界性格依存
方に出講を依頼した。聴衆も20～30人 と,け っし 性などが論 じられ,ま たセラミックスの破壊につ
て多数ではなかったが,い すれもこの分野に関心 いても発表があった。
をもつ人達で,い わば同志の集いであった。した 記述がやや専門的となり,こ の分野に関係のな
がって,討 論はきわめて活発で,こ の種の研究会 い方々には判 りにくいもの{こなったと思うが,筆
の目的は十分に達成されたと老えている。 者の非オの致すところであり,御 寛容願いたい。
ではこの研究会での2,3の 話題を紹介しよう。 このように,大 変地味で一般には判りにくいが,
軟らかい材料ほど脆くなく,硬 くなると脆くなる 材料開発にとってもっとも基本的な問題について




中 川 康 昭
肝年金研が共同利用研究所に改組され,全 国の 金研が主催するからには金研の研究者がかなり
研究者を招いていくつかの研究会を開催すること 大きく貢献している分野を優先すべきでしよう。




す。この材料が/984年 に発表されたときには,最 究がうまくいっているため,十 分な相互理解が得
近の酸化物超伝導体とは比較にならないまでも,ら れたように思われます。とくにNd-Fe-B磁
非常に大きなインパクトを世界中の磁陛研究者に 石 材 料 に つ い て は,そ の 基 礎 物 質 で あ る
与えました。これを発明した佐川真入氏は金研のNd2Fei4Bな どの単結晶が企業の研究室で育成
OB(た だし磁性以外の研究室の出身)で あり,さ れ,そ の特性の測定及び解析が大学で行われて
その基礎研究には当初から金研の研究者が多数参 います。また,新 しい可能性を秘めたThMn12型
加しています。いうまでもなく,永 久磁石は本多 構造の材料についても企業と大学の共同研究が行
先生の1くS鋼 以来金研のお家芸ともいうべき研 われ,重 要な知見が得られています。
究対象でした。 光磁気記録材料に関連した希土類鉄属合金アモ
ところで,Nd-Fe-Bは いわゆる希土類鉄族 ルファス薄膜については,必 ずしもアモルファス
合金の一つですが,そ のような合金の[Pに は光磁 でない人工格子の話も含めて,9つ の講演があり
気記録材料として注目されているものもありま ました。希土類原子の単イオン異方性が重要なこ
す。しかもそれはアモルファス薄膜であり,金 研 とは永久磁石材料の場合と共通 していますが,基
D 難 器贈 獅 ζ難欝購 屡置蔭 野 亡雰灘 藷 暫雛 議 野礫
垂直な方向を磁化容易方向とする磁気異方性が重 をリー ドしている現状を窺い知ることができまし
要ですが,こ れは永久磁石材料の特性を支配する た。
磁気異方性と密接に関連していると思われます。 その他の5つ の講演の中には 「希土類鉄族化合
そこで両方の材料を包括し,さ らにその周辺まで 物の基礎磁性」という,魁 、ずしも磁性材料に直結





きません。心苦 しい思いをしながら,関 係者に連 歪を示すものがあり,そ の応用の可能性はかねて
絡 した次第ですが,多 くの方々から出席の御返事 から注目されてい示したが,漸 く実現の段階に近
をいただき安心 しました。結局,1/4名 の参加者 付いたようです。
中,企 業関係者が45名 というかなり高い比率にな このようにかなり広い範囲のテーマであったに
りました。 も拘らす,全 体としてよく纒まった研究会になり
D 討轟総論欝 幾 謙轄謡騒 露 奮論嘉朧 禦瓢翻蹴 掛 鷲1ε
間を割当てたいと思いました。しかしそれでは2テ ーマがやや広過ぎたことも否めません。次の機







神 垣 知夫 ・金子武次 郎
鉄族,希 土類,ア クチナイドなどの遷移金属を …)は 低温で反強磁性,高 温で強磁牲を示すなど
含む化合物の高圧力下の物性をテーマとする研究 多彩な様相を示した。Mn3POに 原子半径の異な




/.高 温,酸 化物超伝導体に対する圧力効果 鉄やラーベス相化合物では,基 底工ネルギーを
2,金 属閤化合物の電子状態と高圧力の効果 定量的に計算して結晶構造の安定性や磁性を扱う
3・ 化舗 の磁性に対する圧力の効果 ことができるよう1こなった・1
4,化 合物の金属 ・非金属転移RMn2(R=Y,希 士類)に おいては,原 子半
5.重 い電子系に対する圧力の効果 径の異なる原子で置換 したとき,圧 力効果と似た
の5つ であった。 格子 と磁性 の変化 が生 じた。MnAs-Sb系 や
(Cr-Rh)3Te4系 においても原子置換と圧 力
報告,討 論のあらまし 効果とに関連のあることが示された。
酸化物超伝導は,液 体ヘリウ▲温度よりもはる 強磁性体では,Fe2Pに 対する圧力効果は,局
かに高温で動作する点が画期的で,す さまじい勢 在モデルからも3dバ ン ドの広がりからも理解
で研究が進iんでいる。とくに高圧力を加えたとき でき る こ とが示 され た。R2Fe14B(R=Y,
に転移点が高くなるものがある点に関心が集まっOe、Nd)の 磁性はF=e-Fe間 相互作用の圧力変
ている。この研究会では,理 論的な面からは銅と 化と考えられ,Ce化 合物では高圧力処理でTc
酸素の作る面上の電荷のゆらぎが電子間の強い引 が50度 上昇 した効果はCeの 価数変化によると
力柑互作用を起し,転 移点の上昇を起す可能性の 考えられる。
あることが指摘された。NisやNis,な どの金属一非金属転移につ い
実験的には,Y-Ba℃u-○ 系や周辺物質にっ ては,高 圧力の効果や置換の効果が詳 しく測定さ
いて高圧力の効果が報告された。銅のまわりの酸 れ,電 子帯構造の変化による説明が試みられた。




すことが鋤要であると,一 同揃って痛感した。 い電子状態は,伝 導原子とf電 子との相互作用の
Y-Ba-Cu-○ では酸素量による転移点の変化 特異な側面を示すものである。良質の試料につい
が大きい組成では,高 圧力の効果も大きかった。 て高圧力下で測定することは,原 子位置の変化を
銅のまわりの酸素の状態が転移点に影響すると考 通 して電子系の相関をとらえる点で秀れている。




から,原 子間距離に応 じたd,fバ ンド幅の変化 これからの研究の発表には
によるものまで広い範囲に分布 している。/.実 験と理論の緊密な協力の必要性
ぺロブスカイ ト型のMn3MC(M=Ga,Zn2.素 性のはっきりした,良 く制御された試料に
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よる研究 この研究会のような催 しが,こ こ数年途絶えて




町 田 博(秩 父セメン ト)
第2回 研究会のプログラ▲を見てます目につい 度固溶させたい)に 留まることから,固 溶限界が
, 黎昏ゴ乱溜驚謀畿 農纏 羅 曹慈震錨 望艦 ε悪 嘉 蕪誰
田教授からの紹介によると,第/回 研究会の内容 係という基本的な研究が企業で行 われ,そ の内容
を知り今回の講演を希望されたそうです。そして が発表されたのは意義ある出来事だったと思う。
次に気づいたのは,各 講演ごとに講演に弓1き続き2)GaAsに ついて:現 在大きな課題は高品
コメント及び討論の時間が充分に設定されている 質化の上に低価格化することであり,そ の為に大






大型結晶の育成技術は,企 業にとって最も注目 のものを育成 し,育 成重量を測定,浮 力補正をし
すべき内容であり,こ れを確立する為には,い く たADOシ ステ▲で直径の制御されたものを育
っもの壁を乗り越えなければならない。その壁 と 成 している。また,封 止剤B,03とGaAsと の
は何か,そ して手段は何かが今回のテーマであっ 境界面の結晶と融液とのメ_ス カスの高さから直
D 灘 あ鶏 響 る繍 誓㌫蕪 径奮櫓 灘 乱騰 融 瞬制麗減
発の方向について様々な立場からの報告,議 論が 化)す るためにも,そ の構造,起 因及び種類の評




り)酸 化物単結晶について:波 長可変レーザ用 んどがへ7ロ エピタキシイである事からホモエピ
としては,BeA1204(ア レキサンドライト)と タキシイでの成長に関する研究が重要であるとの
Al203(Tiド ブ)が 主流になると考えられてい 提言があった。
るが,今 回は欠陥制御の実例としてGSGG育 成 次の事が確認されたと思う。検討すべき因子(操
を挙げそのブレークスルーについて宮沢氏(無 機 作できないものも含め)が 多く,ブ レークスルー
材研)が 講演をした。現在注目されている超伝導 するためには,基 礎からの研究体制が必要で一研
用結晶(La-Sr-Ou-○)の 育成研究がTSSG究 機関では困難で官学民の協力体制が必要であ
法で行わRて おり,Srの 固溶量が4%(7.5%程 る。育成方法,育 成時の温度分布と育成結晶の特
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性に関する議論等において,今 後はメルトの物性 ン育成技術の確立の足跡を見直し,大 いに参考に
を考慮する必要があり,そ の評価及び評価手段の するべきである(日 立製作所 古畑氏)
検討が重要となる。これは前回の研究会で日比谷1・TSSG法 にもっと注目しその技術レベルを
氏(NEC)か ら挙げられた``メルトを制する者は 向上させるべきである(ア スカル 進藤氏)。
結晶を制す"と いうスローガンに通ずることであ ・ 融液物性を結晶育成条件にも反映すべきであ
る。また,経 験工学的豆場から脱し理論的背景を る(三 井金属 重松氏)。
もった育成技術の確立を目指すべきだという事は 最後にJ.C.Briceか らの/文 を添えて乱文
皆が確信するところであった。大型結晶と言って ながら第2回MeltGrowth研 究会の報告とし
も,そ のロ径は経済効率,結 晶性を考慮して決め たい。
られており,結 晶によってその値は異なるもので なお,こ のような文筆の機会を与えて頂きまし
す。そこで,結 晶およびメルトの物性を把握 した た福田教授,小 松教授に深く感謝いたします。
上で,育 成結晶の径と結晶性そして育成環境との いかなる最適技術にも多くの妥協がふくまれてお
関係について検討したいと思っています。 り,そ れ故,い かなる技術にも改良の余地はある
ρ暴綴 鴛 翫 簾 諜 憎 ちコ とし'えよう(J'C'B「icecXD)'a
金 属 材 料 研 究 所 第76回 講 演 会(1988春 季)









として,時 間を追って分子生物学の発展を話され,岡 本友孝教授(金 研講演会にて)
将来の日本の研究のかかわりあいまでをのべ,感.〈 訪 問者 〉
銘を与えられた.6剛5日 英 国 王 立 研 究 所 所 長J・M・(
岡本先生は,宮 城県を中心とするインテリジエ ■「homas教 授が,金 研に立寄られた。物理学会東









q]村 桂 子 博 士(金 研 講 演会 に て)ProfesSorJ,M,ThOmas,F=.R.S,夫 妻
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金属材料研究所
昭和64年 度研究部 共同研究 ・研究会の公募
公募事項 申込期限1/988年12月/ア 日(土〉厳守
A研 究部共同研究(研 究部各研究室との共同研 申 込 先:〒980仙 台市片平2-/-/
究)り989年4月 ～/990年3月 東北大学金属材料研究所
B.研 究会(本 研究所において行う研究討論集 事務部総務課共同利用掛
会)1989年4月 ～/990年3月(電 話)022-227-6200内 線2677
申込資格:国 ・公 ・私立大学及び国立研究機関の 課題の採否:G989年3月 下旬通知の予定
教官,研 究者及びこれに準する者 研究報告=共 同研究 ・研究会終了後実施報告書を
日ヨ込方法:所 定の方法(本 所共同利用掛に申請書 提出のこと
類があります。)によりますが,事 前に 以上
, 本所教官と御相談ください。
昭 和63年 度 東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 研 究 会(前 期)採 択 一 覧




採択 番 ロ 研 究 会 の 名 称 開催 期間(予 定)
氏 名 所 属 官 職
6320/マ イク ロク ラスタ ー研 究 の将来 菅野 暁 東 京大 物性研 教授63.//.14～63.11./63日 間
63202謁 鰯 ナ イ ドita物 の 結晶 育成 の総合1」 、松原 厳 軌 大 騨 部鞭63./・.13-63.1・./53日 間
63203新 素 材 の耐環 境性 橋 本 功二 東 北 大 金 研 教 授63.//21～63.11.222日 間
63204気 相 か らの材 料合 成 とそ の生成機 構 平 井 敏雄 東 北 大 金 研 教 授63./2.1～63.12,22日 間
63205週 冷 凝 固に よる組 織制 御 新 〕」 英輔 東 北大 工学 部教授63./2.51日 間
63206講 鰹 へ のX線 輝 子胱 法 の定 量 広111吉之助 東 北 大 鉗 獺63./2.8-63.12.92□ 間
6320ア 不規 則縣 蠣 造 とダ イナミNY。 ス 上 田 顕 京都 大 工学 部鞭64./.17-64.1./93日 間 ¢
63208高 品質バ ル ク結 晶成長 技術 西 永 頒 東 京大 工学 部教授64./.19～64.1.202日 間
63209シ リコ ン中 の結 晶欠陥 の制 御 と物性 梅 野 正隆 大 阪大 工学 部教 授64./.26～64.1.272日 間
63210金 属 人工 格子 に おけ る新物 質相 の探 索 新 庄 輝也 京 都 大 化 研 教 授64.4.26～64.1.2ア2日 間
計/0件
難 構Ult険 轟 灘!熱
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